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２００７年１１月１３日

化学工業の出荷額は２５兆円を突破（２００５年）

冊子『グラフでみる日本の化学工業 ２００７』を発行

～一目で見て分かるようグラフと簡単な解説付き～

社団法人 日本化学工業協会

（社）日本化学工業協会（以下、日化協）はこのほど、グラフを用いて化学工業の規模や社会的役割を分かりやすく説明した最新版の冊子、『グラフでみる日本の化学工業 ２００７』（Ａ４版、２８㌻）を発行いたしました。

『グラフでみる日本の化学工業 ２００７』は、化学工業の出荷額、研究費、営業利益率、設備投資額、従業員数、労働生産性・労働時間、対内外直接投資額、海外事業活動、エネルギー効率などを、最新の数値を用いてグラフ化し、他産業、ならびに世界の化学工業と比較しながら、分かりにくい産業といわれる“化学産業”がどのような産業であるかを解説した冊子です。２００５年度において化学工業は、出荷額では２５兆円を突破し（国内製造業第３位）、アジアの台頭を背景に輸出入ともに増大。一方で、温室効果ガスの排出実績は、基準年度比１５％削減を達成いたしました。

なお、同冊子は、一般向けに郵送料のみで配布するほか、同協会のホームページ（http://www.nikkakyo.org/）でも掲載します。また、ホームページ上では、今後アップされる最新の情報を掲載していきます。

【『グラフでみる日本の化学工業 ２００７』におけるトピックス】

◆出荷額は２００５年に２５兆円を突破（前年比１兆円増）、付加価値額は産業界でトップクラス
◆２００５年は輸出、輸入とも増大。特にアジア向けの伸びが堅調

◆海外生産比率は前年度の１３．６％から１５．３％に伸張（２００４年度）

◆温室効果ガス（二酸化炭素＋代替フロン等３ガス）を基準年（1990/1995）比１５％※削減
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（２００５年度）　※CO2換算１，３５０万トン減
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本リリースに関するお問い合わせ先：社団法人 日本化学工業協会・広報部／青山


TEL03-3297-2555/FAX03-3297-2615
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